
Title 農作物価格形成について

Author(s) 京野, 禎一; KYONO, Teiichi

Citation 北海道大学農經論叢, 27, 150-168

Issue Date 1971-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/10873

Type departmental bulletin paper

File Information 27_p150-168.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



農産物価格形成について

京野禎一

目次

は しが き・・・・・・・…………・…・・・・・・・・・…・・・・・・・・ -・・・・……........・…・・・・・… 150 

1 原料農産物市場の諸類型….....・H ・-…-…....・H ・-…....・H ・....・H ・.152 

1 近代価格論の展開と農産物価格決定原理…...・H ・-…...・H ・....… 156

目 原料農産物の価格形成・………...・H ・...…....・H ・........・・・…....162 

むすび・・H ・H ・...・H ・......・H ・-…....・H ・...・・H ・H ・-‘H ・M ・........・H ・....167 

はしがき

およそある財の価格形成を考える場合には，その財を生産している産業が

どのような市場構造になっているか，また国民経済全体としての市場構造に

いかに位置づけられるかが，まず間われなければなるまい。すなわち，それ

ぞれの市場構造のいかんによっては，個々の企業の営なむ市場行動が異なり

したがってその市場成果にかなり顕著な柏遣を生ずるからであるO

とくに，その生産物が広汎な産業分野において，必要不可欠な投入財とし

て大量に使用されているようなp いわゆる基礎的産業部門においてどのよう

な市場構造をとっているかは，当該生産物の価格や産出量に重大な影響を与

えるのみならず?それらを原材料とする最終生産市場での価格や産出量にも

影響を与えるわけで，かくて国民経済全体としての変動や成長に重要な影響

を与えることになる。

私は，現在のわが国の市場構造は，その基礎的構造として寡占的市場によ

り，また補足的構造として原子的あるいは競争的市場により構成されるもの

として把えたし、。しかも，この両者は，たんに並列的に存在するのではなく y
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それらは互に交錯して重層的関係にあると考えるO

たしかにわが国の主要産業部門では，少数大企業がその市場シェアの大部

分を占有しているいわゆる寡占市場を形成しているが，全体としてみるなら

ば，中小零細企業もまたその企業数においてかなり多数を占めている。そし

て，それらの中小企業は

1. 少数大企業が寡占的市場構造をとっている最終生産物市場で，原材料の

提供や部品の加工・製造部門として存在しているもの

2. 少数大企業が寡占的市場構造をとっている部門の生産物を原材料として

用いる二次生産物あるいは最終生産物の製造部門として存在しているもの

等が多いのであるが，さらに

3. 独立の最終生産物生産部門として存在しているもの

もある。

第3のタイプの市場では，個々の生産物の出荷額や付加価値額は少なく，

それらの産業に従事している就業者は多数で，近時改善されつつあるとはい

え低賃金と長時間労働が特徴的である O とくに，ほとんどの場合，それらの

産業部門は生産部門として独立していても，市場構造としては問屋等の商業

資本に従属しているものが多いことは注目されねばならない。

前二者のタイプは， まさに寡占的市場と原子的・競争的市場の交錯する重

層的市場構造であり，そこでの中小企業群は，寡占企業の下請企業群ないし

は系列企業群として位置づけられよう。

ただし，最近における 1) 技術革新とそれによる新生産方法の出現

2) 原料革新 3) 新品種の成立 4) 労働力不足と賃金率の上昇及格差の

平準化 5) 需要構造の変化等は，原子的・競争的市場構造，寡占的市場構

造及びそれらの重層的構造に重大な変化を与え，それらの聞の関係の変動を

不可避的にしつつあることも注意されねばならぬ。

前述したごとく，宴占的市場構造をとるか原子的・競争的市場構造をとる

かに従って，その市場行動を異にし， したがってその市場成果を異にするわ

けだが，ここでは農産物市場における市場成果としての農産物価格が，前述

のごとき重層的市場構造のもとで，どのように形成されるかを考察しようと

するものである O

その一つの側面としては，さきにも述べたように，寡占企業の市場行動の
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特異性のゆえに，その市場成果としての寡占価格が，それら生産物を生産要

素として生産過程に投入している産業部門の価格形成や産出量の決定に重要

な影響を与えるものであるが，農業生産の場合も，その生産過程に投入され

る生産財の主要部分がいわゆる寡占商品で、あるために，農業生産力の低位性

や農産物市の場特殊性と相まって3 きわめて甚大な影響を農産物の価格形成

田に従って農業所得形成面に与えていることが指摘されよう O この点に関し

むその最も典型的ないし尖鋭的に表われている青果物のftlli格形成に関して

ふれたのが，拙論の「市場の不均等発展と青果物価格形成一一ー股経論議第23

集所収」である。

もう一つの重要な側面としては，原料農産物における価格形成の問題があ

げられよう O すなわち，原料農産物の価格形成は，現在種々の政策的てこ入

れがなされているとはいえ，基本的には寡占農産加工企業の市場行動従って

その市場成果に従属するかたちで行なわれているという問題である。この点

に関する基本的な考え方を整理してみたのがこの小論である O

本稿では， ます*最初に原料農産物が加工過程を経て最終食品として流通す

るまでの全過程の類型化を試みた。次に，それら類型市場の主要なものにつ

い-c，それぞれの市場構造の下での原料農産物価格形成を考えるのであるが，

その場合とられるべき価格決定原理について検討を加えている O 最後に，前

記検討両結果にもとづいて，主要類型市場における原料農産物価格がいかに

形成されるかが限界原理によって考察されている。

原料農産物市場の諸類型

農産物のうちp 直接消費用農産物の市場はp 多くの場合，多数の売手と買

手が市場に参入している競争市場を形成しており，そこでは基本的には競争

市場価格が形成されるとみてよいが，加工過程を経て最終消費者にいたる原

料農産物については，原料農産物市場と加工製品市場とが区別されねばなら

ず，まず製品市場において製品価格が形成され，原料市場における原料農産

物の価格は，主としてその製品市場からの派生需要にもとづく原料価格とし

て形成されることになろう O

ところで、農産物の加工産業は，多数の企業が存在して競争的市場構造をと
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っている場合と，少数の大企業が支配している寡占的市場構造をとっている

場合があろう O かくて，原料農産物を原料としている加工食品産業の製品市

場が競争的市場構造をとっているか寡占的市場構造をとっているかに従っ

て，当然、製品価格やその産出量水準の決り方が異なるであろうし，従ってそ

れに従属的なかたちで立まる原料市場における原料農産物価格の決まり方も

異ってくるであろう。

また，たとえ多数企業が競争している市場でもp もしもそこで生産されて

いる製品に品質差別が存在する場合には，いわゆる独占的競争価格が成立す

ることになろう。本来，商品の差別化は，その商品の性能とか品質等に関す

る十分な知識をもち難い商品に生じやすいものである。すなわち，機械的性

質の複雑な耐久消費財であるとか高級な医薬品等のようなものである。しか

し，ある程度規格化がすすんで?いる小麦粉とか缶詰のようなものを除けば，

加工食品もまた商品差別化のおこりやすい商品であることに着目されるべき

であるの

かくして，原料市場およひ事製品市場の全市場過程を通じて，前述の考え方

の組合せに基づいてy 次のような市場の類型化が可能となろう。すなわち，

原料市場では，買手たる農産加工企業を買手独占・買手寡占・買手多数の競

争市場に分け，また製品市場では，売手たる農産加工企業を，買手独占・売

手寡占・売子多数の競争市場に分け，それらの論理的に矛盾なき組合せとし

て次の 5つのタイプの市場類型が可能となろう。

① 買手独占・売手独占市場

原料市場における買手が独占企業であり， したがって，その加工製品市場

も売手独占市場となっている市場で，米・煙草等の直接統制農産物は，かか

る市場を形成しているとみてよいであろう。

② 買手寡占・売子:寡占市場

原料農産物は少数加工企業によって購入され， したがってその加工製品も

少数企業により販売されている市場であって，その加工製品に商品差別の存

在しない場合である O のちにみるごとく，大部分の原料農産物及びその加工

品市場が，このタイプに属していると考えられよう O

@ 買手寡占・売手寡占をともなう独占的競争市場

原料市場における買手，製品市場における売手については前者と同様であ
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るが，その製品に商品差別が存在し，したがって製品価格が差別化されてい

る市場である。必ずしも明確ではないが，化学調味料・乳製品・アルコール

飲料等がこのタイプに属していると考えてよいであろう。

④ 買手多数・売手多数の競争市場

原料市場における買手企業が多数であり， したがってまた，製品市場にお

ける売手もまた多数であるような市場であるO

⑤ 買手多数・売手多数の独占的競争市場

原料市場及び製造市場における買手・売手は前者と同様であるが，その加

工製品の差別化が実現しており，いわゆる独占的競争の行なわれている市場

であって，有銘品やローカノレ商品等はこれに入ろう。商品差別化の程度が極

めて徴弱であって，むしろ④のタイプに属すると考えた方がよいものも含ま

れるがp このグループに属するものとして，一応次のようなものがあげられ

よう。味噌・正油・清酒・肉製品・飲料類であるO

①~③の市場に関しては，少数加工企業はその製品市場ではう岩手寡占体と

して市場行動するわけで，その市場成果としての加工製品価格がどのように

形成されるか，またその原料市場では買手寡占体としてあらわれるのであ

りp みずからの製品価格を実現するために， コストとしての原料農産物価格

を3 需要寡占・供給多数という条件のもとでいかに決定するかが問題となる

であろう。

原料の買手も製品の売手も多数存在すると考えられる④のような場合には，

原料市場・製品市場ともに競争的市場を形成しているわけで、あり，そこでの

価格はともに競争価格として形成されるわけで、あるO ただし加工製品が差別

化されている場合には，独占的競争が適用されることになる。それが⑤の場

合である。

ところで，わが国の主要農産加工品市場で、は，その多くのものがカルテル

価格ないし管理価格を形成しているか，あるいは有名銘柄価格となってお

り，自由競争価格となっているものはほとんどない。資料は多少古いが，昭

和 37年における食品工業の産業集中度を公正委員会の資料にもとづ、いて示

してみると次表のごとしである。なお，同表にはp 昭和34年度から 37年ま

での期間での産業成長の程度も付記されている O

これらの中でy まず第 1に指摘されることは， ピーノレ・ウイスキーの酒類，
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¥~¥1  事

--=-1上位孟士4:it37LE〕鳴官7F産 業

ビト ノレ 98 100 A 

ウ ヰ ス キ 94 97 99 100 C 

ーマ ヨ 弓え 一 ズ 88 100 A 

粉 手L 83 88 97 98 B 

ノ、 タ 75 83 96 98 B 

変 粉 61 64 71 73 D 

イ 一 ス ト 55 67 100 D 

ショートニング 54 65 89 93 C 

一、 カや リ ン 52 59 80 87 C 

チョコレート・ココア 51 58 83 88 A 

飲 周 手L 50 53 55 55 C 

焼 酒 48 71 D 

大 旦 打1j 43 53 80 82 D 

砂 糖 34 43 69 79 D 

正 illl 25 36 D 

ハム・ソーセージ 25 45 A 

清 酒 3 8 C 

註;空欄は未詳

註;A (超高成長)， B (高成長)， c (中成長)， D (低成長)

マヨネーズ及び粉乳・バターの乳製品等が，その産業集中度もはげしくかっ

産業生長の度合い土げしかったことである。ピール・ウイスキーは政府規制・

許可の管理価格を形成しており，数社によって 100%集中され，最上位 1社

の集中度が 50%以上である。また粉乳・バターの乳製品も数社に集中して

いて，それ以下の規模の各社との格差が極めて大であり，その価格は畜安法

による買上価格できまり，管理価格を形成していると言えよう O

次に指摘されることは，イースト・ショーニング・マーガリン・チョコレ

ート及びココア等の食品や，小麦粉・焼酒・大豆油・砂糖・飲用乳等の集中

度もかなり大であるがp その産業成長率は，チョコレート・ココアを除いて

は前者程はげしくはないことである。これらのうち，イースト(独禁法にも

とづく不況カルテル価格)・マーガリン・砂糖(政府勧告にもとづ)・小麦粉
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等は，いわゆるカノレテノレ価格を形成している。

そして最後に，正油・ハム・ソーセージ・清酒等は，集中度はそれ程はげ

しくなく p かつ産業成長もハム・ソーセージを例外としてはげしくないこと

が観察されるが，多くの場合， これらは有銘品による製l日差別価格を形成し

ているものである O また，差別化された有銘品が無銘品と並存している場合

は，両者はそれぞれ別個の市場を形成しているとみな L，たとえ全体として

の集中度が小であっても，その分離市場においては集rp度が大であるとみな

さなければならぬこともあり。そこでの無銘品はp カルテル市場におけるア

ウトサイダーの関係に似た機能を果しているものと考えられよう。

かくて，原料農産物並びにその加工製品の流通する全流通過程を通じてy

その基本となる市場類型は，②及び③のタイプのものと言えよう O すなわち

①の場合は除外するとして，④ないし⑤のタイプにおいても，その典型的な

ものとしては，有銘品を中心とする分離市場あるいは部会的な地域市場であ

って，その製品市場は寡占的市場構造をとっているとみなすべき場合が多い

からであるO

以下，原料市場における買手寡占，製品市場における売手寡占という原料

農産物にかかわる典型的市場構造を対象とし，そこでの原料農産物価格形成

の問題を取りあげてゆくつもりであるO

E 近代価格論の展開と農産物価格決定原理

買手寡占・売手寡占市場における価格形成の問題を考えるに先立って，そ

の際とられるべき価格決定原理について検討しておさたい。すなわち， これ

までの伝統的な価格論が限界原理にもとずいて構成されていたのに対し，近

時の寡占経済えの移行とともに，いわゆる寡占価格論が展開され，そこでの

価格決定原理は平均原理であるとの考え方が広汎になりつつある。私は，こ

の点に関して 3 寡占企業の価価決定方式も含めて，原理的には限界原理に基

ずいて価格が決定される，ないしは，すくなくとも限界原理は近代寡占価格

論と矛盾するものでないことの検討をへて，以後展開する農産物価格決定問

題も限界原理にもとずいて構築し展開しようとするものである O

1870年代以降の伝統的な価格論は，各企業は自己の総利潤を極大にするよ

うに行動するとの仮定のもとで，そこから出てくる結論としての限界原理を
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基礎にして理論体系がつくられてきた。すなわち企業は，限界費用と限界収

入を等しからしめるべく産出量水準と価格を決定するとの原理である。勿論

この場合，市場が完全競争的であれば，限界収入は市場価格に等しくなり，

したがって限界費用と価格の等しいところで均衡が生ずることはいうまでも

ない。

これに対して R.}，ホーノレ及び C.J. ヒッチを中心とするオックスフォー

ド調査団の調査の結果，大多数の企業は，限界費用とか限界収入という百葉

も知らないしまた実際の価格決定にも用いられていなし、。多くの企業は，平

均費用を計算し，それに若干の見込み利潤を加えた水準に価格を決定してい

るとの結論を導いた。そうして，このことは，企業は平均原理で価格を決定

していることを意味しているとし，限界原理を採用している企業は現実にほ

とんどなし限界原理によって統一的に価格決定を説明せんとする理論はそ

の一般的妥当性が疑われ，少くともこの価格決定の実際との調換が必要であ

るとする考え方が一般的になってきた。

しかし，平均原理としての寡占価格論にもなおいくつかの問題点が含まれ

ており，理論そのものにもなお改善の余地のあるニとが指摘されており，限

界原理と|司様価格決定原理としての一般性をももうるかどうかは大いに問題

となるところであろう。

さて，寡占市場には，競争的寡占市場と協調的寡占市場とがあるの市場需

要が急速に拡大していてP 価格切下げを行なった場合の損失よりも，価格切

下げにもとずく需要増加によるメリットの方が大きい場合とか3 技術進歩に

よる費用低下が参入障壁を低める可能性がある場介には，寡占企業は直接IlTfi

絡競争を行なうであろう。市場需要が安定し停滞している場合には寡占企業

は協調的になるであろう O 前者すなわち競争的寡占市場の場合は寡占市場

としては一時的な状態ないしは段階的な状態であって，その本質は後者すな

わち協調的寡占市場にあると考えるべきであろうっ

一方寡占市場は，生産物の間にある程度の商品差別が存在しその商品差別

のゆえに価格差を生みだしている不完全寡占の場合ι 生産物が等質的な構
造となっている集中的寡占の場合とがあるが，後者の場合は3 一般に，資本

の集中・集積を経て巨大企業が生じ生産規模や技術水準において大きな格差
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のある諸企業から構成されており，これまた寡占市場としては基本的なもの

であると考えるべきであろう。

そこで，最も基本的・本質的であると考えられる協調的集中的寡占市場に

おける価格形成の問題を検討するわけで、あるが，寡占価格論では次のように

説明している。

1. 寡占企業は協調して，あるいはカルテル力を発揮して陽表的に，あるい

は価格先導者の指導の下で陰伏的に価格を決定する。

2. その場合の， カルテノレ当時者や価格先導者の価格決定原理がフノレコスト

原理である。

3. このようにして決定される価格が，単独の企業で動かし得ないことは屈

折需要曲線の理論の示すところであり，そのかぎりで価格は硬直化する。

4. このフルコスト原理は「製品当り直接費にp 製品当りの間接費をふりわ

りし，それにある一定額の利潤を加えて決定する」ものであり，その上限

を劃するものがいわゆる参入阻止価格である。

そこで、寡占価格水準決定の基本になっているフルコスト原理をさらに詳し

く検討してみよう。いまフルコストを FC，平均直接費用を ADC，平均間接

費用を AIC，単位利潤をmとすると

FC=ADC+AIC+ m 

ここで，単位利j閏mは一定であり， ADCは通常能力産出量までは一定で

あると仮定されている。平均間接費用に関しては，一定と低定される総間接

費用 TICを，能力産出量の一定の割合を以て定められる基準産出量で除し

て求める(したがって一定である)のが通常の考え方である。そうしてこの

場合は FCは固定的であり，このフルコストに等しく価格が決定され，販売

量したがって産出量水準の決定は市場にゆだねられp 市場需要にみあうかた

ちで決定されることになる。

フルコスト構成のー要因である平均間接費用 AICについては，次のよう

な取扱い方のされる場合がある。すなわち一般に AICは能力産出量までは

右下りになるはずのものであり， したがって AICは産出量とともに変化す

るものとして取扱われる場合である。この場合は FCは産出量水準とともに

変化することになり，価格及び産出量水準は

P=FC 
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FC=FC (Q) 

からだけでは決定されず， これに需要関数

Q=Q (P) 

を加えた連立モデルによって，価格及び産出量水準が同時的に決められる

ことになろう。したがって， この場合には，需要の増減によって価格の上昇

.下落が生ずることになる。

前者は硬直的フル・コスト原理ともよばれ，市場が協調的寡占構造になっ

ている場合に適合していると考えられp まさに平均費用にもとずいて価格形

成の行なわれる平均原理にもとずいているといえよう。これに対し後者は伸

縮的なプルコスト原理とよばれ，寡占市場が競争的になっている場合に適合

していると考えられ，平均原理に基ずいているとは言い難いであろう。

ところで，平均原理をとっているとしても， もしその企業の費用構造が平

均費用と限界費用とが一致するような構造になっているならば，たとえ意識

的には製品単位当りの平均費用を基礎として価格を決定し，限界費用などを

考えていないとしても，それはなんら限界原理と矛盾するものではないであ

ろう O

さて，平均費用と限界費用とが一致するような費用構造とはいかなるもの

であろうか。それには，限界費用が産出量水準のいかんにかかわらず一定で

あることが必要であり，限界費用が一定であるためには少くとも費用関数が

一次式で示されることが必要である。しかし費用関数が一次形であり p した

がって費用関数一定であっても，一般に共通費用のようなものが含まれてい

る場合には，平均費用は限界費用と一致しない(平均直接費用は一致するが)。

したがって限界費用一定すなわち一次費用関係であってかつ

1) たとえば，短期の場合を考え直接費用のみを考えよい場合とか

2) 共通費用が考えられていても，費用関数の中で直接費用と同じように

取扱われている場合

には，平均費用と限界費用は一致することになる。

先に検討された硬直的フルコスト原理では，本来産出量水準の増加ととも

に，製品単位当り共通費用はてい滅するはずであるにもかかわらず一定とし

て取扱はれているので， この場合には平均費用は限界費用と等しくなってい

ることtこなる。
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一般にこれまでの費用関数の慣習的な取扱い方としては，限界費用は産出

量の増加とともに上昇しなければならないとしていた。しかし，この場合に

は，生斥物市場及び生PE要素市場が完全競争的であることが仮定されていた

し， もしも複数生産要素を用いての複合生産物の場合で、あれば

1. 一つの生産要素から一つの生産物えの限界変換率はてい滅的であるこ

と。

2. 一つの生産物から他の生斥物えの限界代持率がてい治的であること O

3. 一つの生産要素から他の生陀要素への限界代替率がてい減的であるこ

と

が仮定されていた。しかし，不完全競争市場では?少くとも短期の場合，完

全利用点(平均費用の段低点)以下のWl:l:¥量水準で均衡するため，多くの場

合操業度がある水準以上.で、資木設備の完全利m点に述するまでの意味ある生
産の範聞内では，平均費用したがって限界!創刊がほとんど一定であることが

期待され?また実際の一次費用関数のfi!-il¥lJ例も多く存在している。また最近

になってオックスフォード調査団の調査結果に対抗するものとして，アメリ

カにおける企業調査の結果も被告されているのすなわちその調査結果によれ

ば「企業の製!日1価格決定は，限界原理が採用されているとみられろ根拠がき

わめて大きい」となっている。

最後に，短期j費用関数を，生産関数がダグラス型をとるとの仮定の下で，

一般的に導iJ:¥を試みてこの部を終えよう O

いま生産関数を

yzk x:x:x; 
と仮定しよう O 短期で考える場合には，同定費用を特tこ考える必要はないが，

かりに考慮したと Lても，その影響は生産関数①の常数項Kに反映されるだ

けであろう O ともかしこの時の総費用関数は

C=l' PiXi一一②

さて，短期の問題としては3 ある任意の費用支出に対し応出量を最大にす

る(あるいは，ある任意の産出量に対し費用支出を最小にする)ことである

から， ラグランジェの乗数を Aとして

φ=Y-，il'PiXi=Y-). (PIXl+P2X2+P3X3) 

の極11駐を求めることである。その必要条件は
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act aY 
一一一=一一一-APi=O
dXi dXi

且

・.』
-8Y/OX2
一一
Pi 

である O すなわち

。Y/dX1 dY/dX2 dY/dX 
-一一一=一一一=一ー一一三=A一一③
P1 P2 

ところで

dY/dX1=Kαx:x?xJ/X1=αY/X11 
8Y/OL=kpx:xfxf/X2=ρ/X2~-④ 
aY/SX3=KTXJxfd/X3=yY/XJ 

@を③に代入して

αY/X1 sY/XZ rY/X3 
P1 P2 P3 

Xz=s/α・Pt/Pz'X1) 

X3=r/α・Pj/P3・Xd

⑤を①に戻して

Y=Kxf(itX1)β(ftX1)7 

v . Ui. P1 ¥β { L . !i. ¥"1 . Y (α十β十"1)
-1¥. 伝 子-;1い P

3
1. .~j 

ここで，常数項部分をK'とおいてかぎなおすと

Y=K' X
j
(α+β+マ)

これを逆関数であらわして

I 

F 石平百平干了一一⑥
X1= (y/K') 

また⑤を②に代入して

C =P1X1 +P2X2+P3X3 

s P 
=PjX1+P2・--ELX1+P3・・τX1r2α .l. 3 
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=(l+f+f)RX1 

この式に，さらに⑥を代入して

/ 舟 ~ ¥ / 、一一上一一 α+β+ヴ
== P11 1 + 1二+ムト lっ士ァlα+β+'1' . Y 
1αα J ¥1¥./ 

この式での常数部分をさらに K"とおいて

1 
α+β+'Y 

==K"'.Y 

この費用関数形は，

もしも (α+s+r)==1を仮定もれば，総費用関数は C==Khyとして一次形

になるO そして，平均費用及び限界費用はともに Kh として一定になる。す

なわち，生産関数の一次同次性を仮定すれば，すべて費用関数は一次形にな

るとの結論が得られることになる。

もしも (α+s+r)>1ならば，平均費用及び限界費用は下降し，もしも

い+s+r)く 1を仮定すれば，平均費用及び限界費用は上昇することになる。
以上の議論はp 生産要素価格Piが一定であること(生産要素市場の完全

性)を仮定しているが，その仮定を除去した場合には，前述の③は

SYjðX~1 __  __  dYjdX_2 ~_ dYjdX3 品 F

d(P1X1)jdX1
一δ(PzXz)jdXzーδ(P2X3) j dX3

留

すなわち，物的限界生産性が限界要素価格に比例するとなる。そこで，さら

に要素価格関数

Pi ==Pi (Xi) 

を仮定し，③'以降を前と全く同様に展開させて同じ結論に到達しよう O

田 原料農産物の価格形成

さきにみたように，原料農産物市場及びその加工製品市場の全過程を通じ

ての典型的な市場構造を原料市場における買手寡占・製品市場における売手

寡占市場とみて，そこにおける原料農産物価格形成の問題を考えよう。この

場合，製品市場での価格・数量をそれぞれp.Qであらわい原料市場での

価格・数量をそれぞれp・qであらわすこととする。またp 食品加工業にお

ける費用構成は，直接費用中原料費が圧倒的なウエイトを示しているので，
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ここでは直接費用としては原料費のみを考えることとする。換言せば，原料

に付帯するその他の直接費用は原料あたり一定とみなして，共通費用的取扱

いをすることとする。さらに原料市場・製品市場における寡占企業は協調的

集中的寡占市場を形成していると考えると，価格形成の問題に関しては，そ

れぞれの独占企業の場合と同様に取扱ってよいことになろう。かくて，買手

寡占・売手寡占の典型的市場構造のもとでの原料農産物価格形成は次のごと

くになろう。

原料農産物を投入して製品を生産する場合の生産関数を

Q=Q(q)一一①

d2Q _0.. .__. • •• dQ 
ただし，石"2<0 すなわち，原料の限界生産物 dqがてい減的，

とする。また総収益は，

R=PQ一一②

また総費用は

C=pq+F一一一③

ただし Fは共通費

であらわされよう。この場合，買手独占市場であるゆえに

p=p(q)一一一④

ただし，立旦>0
dq 

すなわち，原料の供結関数は右上りである。

また，この場合，売手独占市場であるゆえに

P = P (Q)一一一@
dp 

ただし，一一<0
dQ 

すなわち，製品の需要関数は右下りであるC

したがって

P = P (Q) = P {Q (q)} = P ( q )一一⑥

dP 
ただし， EE〈 O

である。

しかるとき，加工企業利潤を πとすると
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π=R-C=PQ一(pq+ F) 

= P (q)・Q(q) -{p(q)・q+F}

利潤極大のための第一階の条件は

d;r dR dC (dP _.. .. dQ 1 
dq 可-zriEEQ(q)+P(q)IE-j 

-{青山 (q)}= 0ー⑦
また第二階の条件は

d2π d2R d2C r d2P _.. . dP dQ d2Q ) 
一一=一一一一一=1一τ.Q(q)+ 2一一一一+P(q)一一=-}dq2 -dq2 dq2 l dq2 "" ，.../ ' ~ dq2 dq' -''"1/ dq2 J 

-(ip q+2剖くo-@
である O

ところで， この展開の意味するところを考えるための手段として，原料市

場は依然として買手寡占市場であるが，製品市場は競争市場である場合にお

ける原料価格形成を考えてみることとする。

この場合，前の場合と異なるのは，製品市場での製品価格は，製品産出量

の関数とならず，産出量水準のいかんにかかわらず一定であることである O

したがってp 加工企業利潤は

π=R-C=P.Qー(pq+F) 

=P・Q(q)-{p(q)・q+F}

したがって，利潤極大のための第一階の条件は

dπdR dC ~ dQ f dp . .. / ，) 
一一一一=P ・一一一ト~. q+p (q)ド O一一一⑦Fdq -dq dq -~ dq 1 dq '1'~' ¥'1; J 

となろう。ただしここで

1 ここで原料一単位噌投することによって得られる限界収入は，⑦'に
dQ 

みられるごとく p.ーーで表わされる すなわち，原料をー単位増投するdq '-~'ÇI1./c..- /jV' t;V O 

ことによって仰られる製品増加分(限界生産物)の価値額である。これ
dQ 

は，価格は一定であるが原料の製品限界生産物 dPてい減的ゆえ右下りに

なる O

2 したがって，平均生産物もまたこのてい滅的限界生産物に対応する大

部分の領域においててい減的となり，かくて平均生産物の価値額すなわち
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平均収益もまたてい減的であるO
dC 

3 限界費用 dqは，生産される製品の数量に関してではなく，原料の投

入量一単位増加した場合の限界費用である。そしてP それは，⑦'にある
dC dp . /，  _..  _ dp 

ごとく~= d~ . q+p(q)であって， dq>Oゆえに原料供給曲線(こ
れは企業にとっての平均費用曲線である)p=p(q)よりも大きい。

したがって，⑦'の意味するところは， r原料の限界生産物の価値額が原

料に関する限界費用に等しいところで加工企業利潤が最大になる。」ことで

ある O

また，第二階の条件は

立主-fE-E52=p.f旦_f d 2p . n..L >)i12J ~~τ. q+ 2 ~: fく O一一@'pq2 -dq2 dq2 - L dq2 l d可 dqJ 

すなわち，原料の限界生産物の価値の変化率が原料に関する限界費用の変

化率より小なることである O

かくて，⑦'を qについて解き，それが@'の第二階の条件を満たす場合

その qを①④⑤に代入することによって， p，P，Q が求められよう。次図で

説明すると，限界収入曲線MR'と限界費用曲線 MCとの交わるところで均

衡が発生し，加工企業は qo'の原料を投入して生産を行なうことがもっとも

有利である。その時の原料価格は Po'で購入されることになる。この時の製

品の価格Po'及び生産量 Qo'ft，この凶から直接求めることはできない。

いま，もしも原料市場も競争的市場構造をとっているとすれば，均衡は

「原料の限界生産物の価値が原料価格(一般には要素価格)に等しい」とこ

ろで生ずるO したがって，限界収入曲線 MRが供給曲線 (3IL均費用曲線でも

ある)ssと等しくなるところで企業利潤は最大となり，凶ではp/，ql'であ
る。この場合， MCがssより上方に位置してる。なぜならば

dC dp 
MC = d~ == dq・q+p(q)>p(q)

dp 
-一>0dq 

したがって新たな均衡は，図に示されてるごとく原料供給曲線のより右側

I dp. ~ ¥ 
において生ずるわけであり，供給曲線ssが右上り¥d~ > 0 )であるかまり
原料の使用量したがって製品の生産量は大さく (ql'>qo'，したがって Q/
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TC 

AR'(DD) 

E 
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>Qo')，均衡原料価格もまた高い水準になる (Pl'>PO')。すなわち，原料市

場が買手寡占市場になっているために，競争市場である場合よりも，原料農

産物はより少い量がより低い価格で購入されていることになる。

さて，最初にのベた製品市場で、売手寡占市場になっている場合を，いま展

開した競争的市場になっている場合と比較してみよう。すなわち，⑦を⑦'

に比べてみよう。⑦は勿論， r原料に関する限界収入が限界費用と等しくな

る」ところで均衡しているのであるが，この場合の限界収入は⑦'の場合の

限界収入である原料の限界生産物の価格額よりも小であることが着目されね

ばならない。すなわち

dR dP r..". ~ " dQ _~，' dQ 
MR 一一=一一・ Q(q) +P (q)・ゴーくP(q)・寸了=MR'dq dq ~ ">; ，- ''11 dq --''11 d 

dp 
-ーーくO
dp 

したがって，勿論平均収入曲線ARも，⑦'に対応する平均収入曲線AR'

より小になるO かくて，⑦の場合の限界収入MRが，⑦'の場合の限界収入

MR'よりも小であるかぎり，均衡は限界費用曲線のより左側で生ずることに

なる。前図では⑦の場合の限界収入曲線である MCと限界費用曲線MRと

の交点で (Po，qo)である。原料の使用量はより少く，したがって製品生産量

もより少いし (qoくqo'したがって Qo<Qo')，そのときの価格水準も，供給

曲線が右上りであるかぎりより低くなっている (Po<Po')。すなわち，製品

市場が寡占市場であれば，競争市場である場合よりもより少い原料農産物が

より低い価格水準で購入されることになる。

この場合ι⑦から qを求め，それが第二階の条件@を満たす場合に，①
④⑤に代入することによって p，P，Qが得られる。また，もしも原料市場にお

いて競争的市場になっている場合に比べて，前と同様より少い原料農産物が

より低い価格水準で購入されていることになる。

む す ひや

以上，原料農産物市場の典型を，それが加工企業を通じて最終生産物とし

て販売される全流通過程を含めて原料市場における買手寡占市場・製品市場

における売手寡占市場として把え，かかる市場構造のもとでいかに原料価格
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が形成されるかを考察してきた。その結論としては，製品市場が寡占的市場

構造をとるがゆえに，そうでない場合に比してより少い原料農産物がより低

い価格水準で購入されることになり，また原料市場では買手広占市場構造を

とっているゆえに，そうでない場合よりもより少い原料農産物がより低い価

格水準で購入されることになる。また買手寡占・売手寡占の典型市場での原

料農産物及び製品の価格及び数量はp 第三節の①p ④，⑤p ⑦を辿立させた

モデルから決定することができょう。

なお，本課題との関連で追求されねばならぬ問題としては，一つにはp 民

手寡占・売手寡占市場であれ，買手・売手多数の競争市場であれ，それが独

占的競争構造をとっている場合の原料農産物価格形成の問題であろう。一般

に独占的競争の場合にはp 均衡は資本設備の完全利用的以前で生ずるO した

がって原料農産物の価格はより不利なかたちで形成されることになろうが，

その詳細な展開はここでは省かれている。第二には，かかる価格形成が行な

われる原料農産物に対してとられる諸々の価格政策の効果の検討である。今

後にのこされた課題の一つであろう。
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ON THE PRICE FOMATION OF F ARM PRODUCTS 

By 

Teiich Kyono 

At present， markets of many processed foods are dominated by a so-called 

oligopoly， but markets of their raw materials are in an approximately competitive 
structure. Also the price of farm products as materials is formed as the cost of 

final product depend upon the derived demand from processing firm. 

1n this article it is tried to make clear the theoretical mechanism of price 

formatin in material markets under the dual market structure above mentioned. 

The discussions argued here are as follows: 

(1) Various types of market are considered and it is pointed out that the most 

type of market is the olygopoly-oligopsony. 

(2) The principle of price formation should be applied here are examined， and 

it is found that the marginal principle in the traditional price theory is con-

sis tent with the average principle in the oligopoly price theory. 

(3) Therefore， problems of price formation in this article are considered and 

processes of the analysis are developed under two conditions above m，entloned. 
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